
（注）備考欄には、主たる支出の内訳を記載する。  

令和６年度政務活動費収支報告書  

 

会派名  地域コネクト   

 

１  収   入   政務活動費  １２０ ,０００  円  

 

２  支   出  

（単位 :円）  

科    目  金     額  備       考  

調 査 研 究 費    0  

研 修 費 64,350 

全 国 市 議 会 議 長 会 研 究 フ ォ ー ラ ム  

フ ォ ー ラ ム 参 加 費  9,000円  

宿 泊 費  8,100円  

参 加 費 ・ 宿 泊 費 振 込 手 数 料  660円  

交 通 費  46,590円  

広 報 費 0  

広 聴 費 0  

資 料 作 成 費 0  

資 料 購 入 費 0  

合 計 64,350  

  

３  残   額    ５５，６５０円   











 

会 派 視 察 研 修 報 告 書 
（地域コネクト） 

報告者 牛田 敬一 

視察研修項目 全国市議会議長会研究フォーラム 

視察研修期日 令和 6 年 10 月 9 日（水）～10 日（木） 

視察研修先 岩手県盛岡市（岩手県民会館） 

視察研修参加者 牛田敬一 （約 2,400 名） 

視察研修目的 全国市議会議長会における課題等の情報収集 

視察研修内容 １．地方議会の課題と主権者教育 

  地方議会選挙における投票率の低下。無投票となる選挙が増える。 

政治に関わる調査では、18 歳の若者は政治に関心がないから選挙に行 

かないというよりも、どうせ変わらないと思っていること。一方で社会 

の役に立ちたいと思っているということも分かった。従って「どうせ変 

わらない」と思っていることに対して、自分たちが言った意見で、議会 

が動き、行政が対応する。これが具体的になり、自分たちの意見で課題 

が解決する、まちが安全になる、まちが変わると思えば、政治が身近に 

なり、投票行為につながる。 

２．主権者教育の取組み報告 

  主権者教育が正解を教える傾向にある。政治には正解がない。 

主権者教育は、基本的にシチズンシップ教育であるべき。 

※シチズンシップ：他人を尊重しながら市民として社会に参加し、 

         その役割を果たせるように人々を教育すること 

事例報告 

① 高校生の議会傍聴と意見交換会の取組み：伊那市議会 

市議会議員選挙が無投票⇒若い世代への関心を高める 

② 主権者教育の取組みについて：四日市市議会 （議長所信表明） 

出前型意見交換会⇒各常任委員会が高校・大学に出向き意見交換 

③ 山鹿市議会が取り組んだシチズンシップ教育：熊本県山鹿市議会を

知る。議員の仕事を理解する。選挙の意義・投票の大切さ。 

 

視察研修の 

まとめ・所見 

・多くの取組みに共通していたのは、中学生、高校生、大学生との意見交換。

それを積み重ねることで、議会や議員との距離が近くなり、結果として政

治や行政に興味がわくということ。 

主権者教育というと、高校生議会とか模擬投票などが事例として紹介され 

ることも重要だが、今回の研究フォーラムで一番大事だと思ったのは、 

自分たちの意見で何かが変わることを、如何に若い人たちに実感させられ 

る取組みが重要と感じた。 

その他 ・1 人会派にとっては行政視察が困難なため、全国市議会議長会フォーラム 

 等に出席し有益な情報を入手したい。 
 

 


